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和歌山を見つめ、日本の美術、そして近代美術館を見つめる

1.　川口軌外《少女と貝殻》1934年　和歌山県立近代美術館蔵

9月8日（土）14時 ～15時

プレス関係者を対象に内覧会を実施いたします。ぜひ、この機会を利用してご取材いただき、
「和歌山―日本　和歌山を見つめ、日本の美術、そして近代美術館を見つめる」展の魅力を
発信してくださいますようお願い申し上げます。 

プレス向け解説会のご案内



和歌山―日本   和歌山を見つめ、日本の美術、そして近代美術館を見つめる

2018 年 9 月 8 日（土） ～ 10 月 20 日（土）
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　和歌山県立近代美術館は作品収集の柱に、まず和歌山県の「郷土作家コレクション」を掲げています。
　日本画の下村観山や川端龍子をはじめ、洋画の川口軌外や村井正誠、版画の恩地孝四郎や浜口陽三、さらに彫刻
の建畠大夢・覚造親子や保田龍門・春彦親子など、和歌山は日本の近代美術史を彩る多くの美術家たちを輩出して
います。そして、こうした数々の作家たちの活動を物語る作品を収集し、その成果を広く発信する場として、和歌山
県立近代美術館は位置しているのです。
　2020年に当館は、近代美術館として開館50周年を迎えます。その歩みを再確認しつつ、このたびの展覧会は、こ
れまで蓄積してきた和歌山ゆかりのコレクションが、すなわち日本の近代美術の一断面をも物語る貴重な存在感を
示していることを再考します。県立近代美術館として有数の規模を誇る当館の将来を見つめ、「和歌山̶日本」とい
う視点から、以下の構成で和歌山の近代美術を見つめ直します。

序章 近代美術館の使命―新たな表現を求めて

「郷土作家コレクション」とともに、当館は、近・現代版画もコレクションの柱にしています。
なかでも和歌山出身の田中恭吉との関係でも重要な恩地孝四郎について、新たな表現を
開拓したわが国の「抽象」表現の先駆者として再考します。

Ⅱ 日本画に見る「和歌山－日本」

医者でもあった日高昌克。そして下村観山や川端龍子ら、和歌山が輩出した日
本画家たちと、新たに調査発掘された黒住章堂の襖絵も紹介。

Ⅲ 版画に見る「和歌山－日本」

戦前の田中恭吉、そして戦後の浜口陽三と版画界を代表するふたりの作家を紹介。

Ⅰ 近代洋画に見る「和歌山̶日本」

近代洋画の黎明期に活躍した女性画家・神中糸子、そしてアメリカで活動した石垣
栄太郎など日本の洋画界に特異な位置をしめる和歌山ゆかりの洋画家たちを紹介。

2.　恩地孝四郎
《抒情『あかるい時』》1915年
　和歌山県立近代美術館蔵

3.　石垣栄太郎
《ハーレム裁判所の壁画》（《奴隷解放》の部分）

1938年頃　和歌山県立近代美術館蔵

5.　田中恭吉
《ひそめるもの。》1914年

　和歌山県立近代美術館蔵

4.　黒住章堂
《孔雀牡丹図》
1935年　寂光院蔵



【同時期開催】
コレクション展 2018−夏秋
特集  院展の画家たちⅢ／特集  鈴木昭男  音と場の探究

【会期】8 月 4 日（土） ～ 10 月 21 日（日）
【会場】１階展示室

和歌山県立近代美術館
学芸担当：山野・井上　広報担当：島

〒640-8137 和歌山市吹上 1-4-14
TEL 073-436-8690（代表）
FAX 073-436-1337
E-MAIL moma_w@future.ocn.ne.jp
WEB http://www.momaw.jp/ 
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開催概要

会場 　 和歌山県立近代美術館　2階展示室
助成 　 公益財団法人 三菱 UFJ 信託地域文化財団
会期 　 2018 年 9 月 8 日（土）～ 10 月 20 日（土）
開館時間　 9 時 30分～17時（入場は 16時30分まで）
休館日　 　月曜日（ただし 9 月 17 日・24 日、10 月 8 日は開館し翌火曜日休館）
観覧料　　 一般 510（410）円、大学生 300（250）円
                 ＊（ ）内は20名以上の団体料金 
                 ＊高校生以下、65 歳以上、障害者の方、県内に在学中の外国人留学生は無料 
                 ＊毎月第４土曜日 (9 月 22 日 ) は「紀陽文化財団の日」として大学生無料

関連事業

●フロアレクチャー（館長による展示解説）
【日時】9 月 8 日（土）15 時～、9 月 29 日（土）14 時～、10 月 20 日（土）14 時～　（展示室にて、要観覧券）

●だれでも美術館部（みんなでお話しをしながら作品を楽しむ鑑賞会）
【日時】10 月 8 日（月・祝）14 時～　（展示室にて、要観覧券）

●こども美術館部 ｢つなひきだいさくせん｣ （隔月開催の小学生を対象とした鑑賞会）
【日時】10 月 13 日（土）11 時～11 時 45 分　（10 時 20 分から 11 時までに受付、同伴される保護者は要観覧券）

●上映会 + シンポジウム「近代の文化遺産を守る—寂光院とその襖絵を中心に—」 
和歌山市内にある寺院 寂光院の庫裏の解体に伴い、和歌山市内の文化財関係者が連携して緊急調査が行われました。調査により明らかになった
建築や襖絵などについて紹介すると共に、記録映像を上映します。さらに文化財を守ることをテーマにシンポジウムを行います。

【日時】9 月 30 日（日）14 時～16 時 30 分　（2 階ホールにて、参加無料）

【協力】和歌山県立博物館、和歌山市立博物館
【パネリスト】 近藤壮（和歌山市立博物館館長）・中西重裕（建築家・和歌山県ヘリテージマネージャー）・藤本真名美（和歌山県立近代美術館学芸員）・
前田正明（和歌山県立博物館主任学芸員）・御船達雄（和歌山県教育庁文化遺産課主査）

【次回開催】
特別展　創立100 周年記念　国画創作協会の全貌展

【会期】11 月 3 日（土） ～ 12 月 16 日（日）
【会場】1 階展示室

Ⅳ 抽象表現に見る「和歌山－日本」

わが国の抽象絵画の代表作家となる川口軌外と村井正誠の代表作を紹介。

Ⅴ 彫刻に見る「和歌山－日本」

建畠大夢と建畠覚造、保田龍門と保田春彦、父子で彫刻家の道を歩
んだ和歌山ゆかりの作家を紹介。また、保田龍門のレリーフと合わ
せて、建設から80年となる和歌山県庁の建築図面を初公開します。

7.　建畠大夢《少女胸像》昭和初期　
和歌山県立近代美術館蔵

6.　村井正誠《URBAIN No.1》1936年
和歌山県立近代美術館蔵

じゃっこういん

建設80周年となる和歌山県庁舎
Ⓒ長岡浩司


